









































































































































































































11）台湾式民主主義の議論については，小笠原（2019b, 326 ～ 30）を参照。
12）「選後一個月，蔡英文總統滿意度與武漢肺炎疫情民調」（TVBS民意調査，2020年2月12日）。
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では「満足」が60％で，政権発足以来の最高記録を更新した。「不満」は22％，「意
見なし」は18％であった。この調査では，政府の感染対策への「満足」は84％，「不
満」9％，「意見なし」7％であった。また，感染対策の陣頭指揮をとる陳時中へ
の満足度は実に91％に達した13）。政府や政治家，公権力への信頼感が低い台湾で，
これだけ高い信頼感が示されるのは異例である。
　蔡総統の満足度の推移を，馬英九前総統のそれと比べてみると興味深い。
TVBS民意調査を参照し，馬総統の満足度の調査日に8年足して両者を比較でき
るグラフを作成した（図終-2）。両者の第1期を比較すると，馬英九のほうが上回
っていた。しかし，2012年1月に再選された馬英九は，米国産牛肉輸入規制緩
和などをめぐって満足度が急落し，そのまま回復できなかった。蔡総統は再選後
に満足度を大きく伸ばした。2期目のスタートに向けて両者のグラフはまったく
別の方向を向いた。
図終-2　蔡英文総統と馬英九前総統の満足度の比較
（出所）TVBS民意調査を参照し筆者作成。
　台湾政治の潮流の変化は激しいので，この高い満足度が蔡政権第2期の安定執
政を保証するわけではない。「コロナ危機」は，新型コロナウイルスの感染拡大
とその抑え込みだけでなく，落ち込んだ経済の活性化，影響を受けた事業者や社
13）「蔡英文總統滿意度與新冠肺炎疫情影響民調」（TVBS民意調査，2020年3月25日）。
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会的弱者の支援，人と人の社会的絆の回復などの難しい課題を含む。これらの課
題が，コロナ危機の前からある課題の上に積み重なるのである。それらすべてを
スムーズに解決するのは不可能で，時間が経てば蔡総統の満足度も低下していく
であろう。それでも，国民の命にかかわる問題で高い評価を得たという実績は大
きい。蔡政権の第2期が，支持率が急落しそのまま低迷した馬政権のようになる
可能性は遠のいたとみてよさそうだ。
今後の台湾政局2
2-1　基本情勢
　新型コロナウイルスの感染がどのように収束するのか，そして感染収束後の経
済社会問題がどれほど大きくなっているのか，現時点では見通すことはできない。
コロナ危機は新たな変数となり，台湾政治の方向を変えていくかもしれない。し
かし，それはコロナ危機前の政治情勢が基本にあっての変数である。今後の台湾
政局を展望するうえで，コロナ危機前の情勢認識を整理しておきたい。
　まず，台湾内の政治権力の構造から，今後4年間の民進党の優位がみえてくる。
第1章で指摘したように，民進党は「台湾アイデンティティ」の中間層の支持を
確保している。民進党は，国民党の牙城であった北部で支持を広げている。一方，
国民党が中間層に切り込むことは難しい。国民党は後で述べるように構造的な問
題を抱えている。「第三勢力」も今後4年間で民進党の支持層を大きく切り崩す
とは考えにくい。
　蔡英文総統は，2018年地方選挙大敗のどん底から民進党を勝利に導いたので，
党内の指導力が高まり権力基盤は強化された。また，蘇貞昌や頼清徳ら党内ライ
バルを追い払うのではなく，政権内部で行政院長，新副総統として活用している
点も，かなりの政治手腕を身につけたとみることができる。地味な実務家を閣僚
として起用する蔡総統の人事は，政権第1期には批判を受けたが，感染対策を指
揮する陳時中衛生福利相やマスク増産を指揮する沈栄津経済相らが実績をあげ，
蔡総統の人事が評価されることになった。
　内政では台湾経済の基盤強化，少子高齢化対策，若者の雇用・賃金・住宅対策
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などの課題が山積している。第4章でみたように，政権第1期は各種の改革を強
引に進め「火だるま」になったが，そのおかげで対決型の改革はある程度決着し
た。蔡総統は，政権第2期は経済社会の地道な課題に取り組み実績を示したいと
考えているであろうが，これらの政策をどの程度進めていけるかが焦点となる。
　つぎに，民進党優位の構造は，対中国・対アメリカの関係においてもみえてく
る。中国は蔡総統の再選に不快感を抱いている。だが，中国が台湾に強硬な姿勢
をとれば，民進党を利することは今回の選挙で改めて証明された。かといって，「恵
台政策」のように利益を提供しても台湾の取り込み効果は限定的である。第3章
でみたように，台湾の人びとを取り込む前提となる台湾と中国の関係が弱まる方
向に動いている。
　さらに，アメリカが中国に対する警戒を高めているので，台湾に対する支持と
支援を継続する可能性が高い。習近平指導部にとって，米中の対立構造が深まっ
たなかで台湾問題を動かすのはリスクが大きい。香港情勢も引き続き懸念材料と
なっている。習近平は台湾に対する圧力を強めるであろうが，第2章でみたように，
台湾に対して極端な強硬策に出るとは考えにくい。中台関係は膠着状態が続くこ
とになるが，それがただちに民進党の不利になる状況ではない。
　この基本情勢にコロナ危機の変数が加わる。現時点ではつぎのようにみること
ができる。台湾においては蔡政権の感染対策が成功しているので，コロナ危機は
民進党に有利な方向に展開していく可能性が高い。中国は感染拡大を抑え込んだ
が，世界的なコロナ危機がもたらす中国経済の落ち込みと中国の対外イメージの
低下という緊急課題が加わった。中国から圧力をかけられる蔡政権も厳しい状況
に置かれるが，習近平の対台湾政策も手詰まりになっている。
2-2　国民党
　国民党は，①地盤，②資金，③路線，④人材の4つの課題を抱えており，これ
は筆者が4年前に指摘した問題がそのまま解決されていないことを示す（小笠原
2016）。①地盤に関して，軍公教，地方派閥が今回の選挙で若干回復したが，全
体として支持拡大はできていない。②資金に関して，党資産が没収され党中央の
資金調達は困難となっている。候補者は個別に政治献金を集めるしかない。③路
線に関して，中国共産党との提携関係がすでに定まり利権も生まれているので，
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それを調整していくのは容易ではない。台湾アイデンティティと相性が悪いこと
が国民党の最大の問題であるが，解決の方向は見出せていない。④人材に関して，
中堅世代の層が薄いという問題が続いている。他方で，立法委員の江啓臣（台中
市第8選挙区），蔣萬安（台北市第3選挙区）のように自分の選挙区で韓国瑜の得票
率を大きく上回る得票率を獲得し地元で支持基盤を固めた中堅若手がスポット的
に存在している。
　国民党は呉敦義主席の辞任にともなう党主席補欠選挙を3月7日に行った。補
選には副主席を務めたベテランの郝龍斌と，中堅世代を代表する江啓臣の2人が
立候補した。党員投票の結果は江啓臣の圧勝であった。主席補選の選挙中の郝龍
斌の発言は興味深いものがあった。郝はこの10年の国民党の問題の根源を率直
に認めてこのように述べた。
　 “国民党が親中という印象を与えているのは，党内でかなり多くの人が私利の
ために対岸（中国）への姿勢が軟弱で，こびへつらうからだ。もし自分が党主
席になったら，あるレベル以上の党内政治家には対岸との経済上の往来あるい
はビジネスを認めない。ビジネスをしたいなら国民党の役職あるいは公職につ
くべきではない14）。”
　江啓臣も選挙中に，国民党と中国との距離の取り方を見直す可能性を示唆した。
つまり，党主席を争った2人の有力人物がともに，国民党が「親中」というレッ
テルを貼られたことには理由があることを認め，それを改めないと台湾の選挙で
勝つことが難しいと認識していることが明らかになったのである。江啓臣は主席
補選の選挙中，「92年コンセンサス」を語らなかった。習近平は江啓臣に対し祝
電を送らなかった。中国共産党は1988年以降，国民党の主席選出時に祝電を送
ってきたので，その慣例を変えたことになる。これは江が「92年コンセンサス」
の見直しに言及したことへの不快感の表明とみられるという報道があった15）。
　武漢を中心に感染が拡大した1月下旬から2月初旬にかけて，台湾においてお
14）「主張要職不可與對岸生意往來引反對 郝：若因此落選國民黨沒希望」（自由時報，2020年2月14日）。
15）「中国共産党，台湾の国民党新主席に祝電出さず」（産経新聞，2020年3月8日）。
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もに国民党系の政治家や評論家らが，中国にマスクや防護服を送るべきだとか，
武漢に医療支援をすべきだと主張し，「蔡政権は中国に背を向けている」として
批判した。しかし，中国への人道援助という主張は広がりを欠いた。それは，感
染拡大の最中においても，中国は台湾のWHO参加を「一つの中国原則」を盾に
断固認めない姿勢であるし，空軍機を台湾周辺で飛行させる軍事的威嚇行動をと
っているからである。
　WHO問題がまさにそうだが，中国が「一つの中国原則」をもち出して台湾に
嫌がらせをすればするほど，台湾では「一つの中国」を支持する人は減っていく。
それが国民党を苦境に追い込むことは2016年選挙と2020年選挙で連続して示さ
れた。コロナ危機はその矛盾をさらに深めることになりそうだ。
2-3　2022年統一地方選挙
　コロナ危機のつぎの台湾政治の変数は2022年統一地方選挙となるだろう。全
22県市の首長の座の現有数は，国民党15，民進党6，無党籍1である。地方選挙
では政権与党批判が噴出しやすいので，民進党は楽観はできない。一方，国民党
は，前回2018年は実力以上の大勝であり，次回の2022年で現有数を維持するの
はかなりハードルが高い。ここで「第三勢力」の動向が問題となる。県市の議会
選挙では，民衆党，時代力量，台湾基進党など二大政党以外の小政党が議員の議
席を獲得するであろう。県市長選挙については，柯文哲の後継を決める台北市長
選挙が焦点となる。台北市以外では，仮に民衆党と時代力量が連携して統一候補
を擁立した場合は，一部の県市で波乱を起こすかもしれない（たとえば新竹市）。
　しかし，「第三勢力」が2022年地方選挙で気勢を上げたとしても，2024年の
総統・立法委員の選挙戦が始まると壁に打ち当たると考えられる。最大の課題は，
国政選挙で自らの路線・政策を打ち出せるかどうかである。そして，立法委員選
挙の選挙区で有力な候補者を擁立できるかという問題もある。つまり，今回の選
挙で民衆党が直面したのと同じ課題が予想され，それを4年で一気に解決するの
は困難である。現実的には，2024年選挙でその後の飛躍の基盤を築けるかどう
かが焦点となるであろう。
　こうしてみると，民進党も問題を抱えるが，相対的にみて国民党や「第三勢力」
のほうが問題は大きい。民進党政権の政治基盤は安定し，蔡総統の指導力も高ま
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った。とはいえ，台湾の有権者の期待は常に高く，せっかちに成果を要求する。
改革志向の蔡政権にとって内政は引き続きアキレス腱である。第4章でみた電力
構造の改革のように生活に直結する課題も残っている。経済政策の成果がみえな
ければ，若者の不満は広がっていく。いずれ支持率が低下し，政権運営は苦境に
陥る可能性もある。
　だが，2024年の総統選挙になれば，やはり民進党に有利な状況になると考え
られる。総統選挙の最大の争点は「台湾のあり方」だからである。今回の選挙結
果をもって長期の予想はできないが，今後4年間を展望すれば民進党が比較的有
利な基盤を築いたというのが本書の結論である。
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